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第 3 章  名詞句「 NP1 の NP2」からみる非飽和性  
1．はじめに  
2．西山（ 2003）の名詞句分類  
3．NP2 の非飽和性テスト  
4．百科全書的知識による NP2 の解釈  
5．非飽和性に関する NP2 の位置づけ  
2 
 
6．クオリア構造による「NP1 の NP2」の意味分類  
7．おわりに  
 









第 5 章  非飽和名詞の飽和化とその生起要因   
1．はじめに  
2．非飽和名詞の飽和化について  
3．飽和化の生起要因―その 1   









2.3．「X を Y に、…する」構文と非飽和名詞   








第 7 章  本論文のまとめ  
1．はじめに  
2．各章のまとめ  
2.1．第 1 章のまとめ  
2.2．第 2 章のまとめ  
2.3．第 3 章のまとめ  
2.4．第 4 章のまとめ  
2.5．第 5 章のまとめ  

















































2.  本論文の構成と各章の概要  
 本論文の目的を達するためには、次の手順を踏まえて考察を進めていく。
まず、第 1 章（序章）で本論文の目的と構成について紹介した後、第 2 章で
名詞の非飽和性の捉え方に関する先行研究を概観し、先行研究における問題
点を指摘した上で、本論文の課題を提示する。そして、第 3 章で飽和名詞が
NP2 を担う（ 1）のような名詞句「NP1 の NP2」が、なぜ非飽和名詞が NP2 を
担う場合のそれと類似した意味解釈を持つのか明らかにする。  
 


































































（ 6）  a．自分の血をインクに、裸の腹をキャンバスにして、体に単純な象
徴を描いたのだ。  
（BCCWJ、『ダ・ヴィンチ・コード（上）』（OB6X_00010））  
b．NHK のテキストを教材に会話を習得。   

















3.  本論文のまとめ  
3.1．第 1 章のまとめ  




3.2．第 2 章のまとめ  









表  1 非飽和性の捉え方の諸立場の異同  









（ 2012）  
○語レベル、×句レベル  
西山（ 2003）  ○語レベル、△句レベル  
山泉（ 2013）  ○語レベル、※句レベル  
大島（ 2010）  語用論  
（純粋な言語外的知識）  
 





いが、以下の 2 点について共通の課題として残されていると考えられる。  
 










3.3．第 3 章のまとめ  




ついて考察を行った。その結果、 1）対象名詞句の NP2 に相当する名詞が非
飽和性テストで飽和名詞と判定されるものの、非飽和名詞とも類似した性格







 なお、対象名詞句「NP1 の NP2」について、百科全書的知識を名詞の言語
的知識に取り込んだ語彙表示と目されるクオリア構造（ qualia  structure）の観
点から適切に分類・記述できることを示した。  
 
3.4．第 4 章のまとめ  
 第 4 章では、「武器」「舞台」「赤信号」のように飽和名詞と非飽和名詞に関
して多義的な名詞を対象に、それらの名詞が飽和から非飽和へと比喩的な意
味拡張を行われる際の制約について考察した。  




表 2 になる。  
  








表 2 飽和と非飽和の多義語のタイプ分け  
役割の知識（ 98 語）  
70%  
赤信号（ － ） 3、足かせ（ －）、障壁（ －）、墓場（ － ）、汚点
















ルモット、ダークホース、メッカ （ 固 ） 4、黒船 （ 固 ）  
構成の知識（ 27 語）  
19.3%  




洪水（ － ）、淵 （ －）、林、いろは、ABC  
変化・発展の知識





                                                        
3  右肩に（ － ）が付いた語は、通常の役割ではなく、マイナス的な役割、すなわち妨げを
表すものである。例えば、「高血圧は健康の赤信号だ」という文では、「赤信号」の指示
対象である「高血圧」が「健康」の妨げになっている。  






（ 8）  a．非飽和名詞の背後にある意味拡張は、対象レベルの類似性（ object-
level  s imilar ity）に基づくのでなく、関係レベルの類似性（ re la tional  
similari ty）、もしくはそれとプラグマティックな類似性（ pragmatic  






（ systematici ty pr inciple）を満たしているからである。  
 
3.5．第 5 章のまとめ  
 第 5 章では、一部の非飽和名詞が飽和名詞と同様の振る舞いをする、言わ
ば「非飽和名詞の飽和化」という現象に着目し、その生起要因について考察
した。その結果、以下の 2 つの要因が存在することが明らかとなった。  
 











表 3 飽和化する非飽和名詞のリスト―その 1 
専門的・技術的職業  家庭医、ホームドクターなど  
密偵、スパイ、間者、間諜など  





人物  人質、捕虜、俘虜、とりこ、奴隷など  
 
表 4 飽和化する非飽和名詞のリスト―その 2 







職位  知事、市長、学長、社長、CEO など  
教授、プロフェッサー、助手など  
 
3.6．第 6 章のまとめ  
 第 6 章では、非飽和名詞が要件として関わっていると思われる構文（カキ







（ 10）  カキ料理構文と「X を Y に、…する」構文の成立条件  
a．指定文「A が B だ」において B の外延が可変的・相対的なもの
で、それを A に限定する限られた範囲が「～にとって」によっ
て指定される。  








4.  本論文の意義と今後の課題  

































（ a）日本語以外の言語を対象とする非飽和性の研究  
（ b）飽和名詞と非飽和名詞の相互移行の要因や制限  
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